
令和元年度第１０回沼田市教育委員会会議録

１ 期日

令和２年１月２１日（火）

２ 場所

テラス沼田庁議室

３ 出席者

横坂隆司教育長、飯田富美子委員、平形昇委員、中村俊生委員、髙橋昭紀委員

４ 沼田市教育委員会会議規則第１９条第３号による出席者

藤井隆教育部長、北澤昇教育総務課長、角田義行学校教育課長、角田浩生涯学

習課長、小池雅典文化財保護課長、川田正樹スポーツ振興課長、鶴淵佳秀教育

総務課長補佐

５ 開会宣言（午後３時３０分）

６ 日程第１ 会議録の承認

原案のとおり承認

７ 日程第２ 会期の決定

会期は、１月２１日の一日と決定

８ 日程第３ 会議録署名委員の指名

教育長が飯田富美子委員を指名

９ 日程第４ 教育長報告

（教育長）

令和元年度も残すところ２か月余りとなり、教育部においては今年度のまと

めや次年度の準備に取り組んでいるところである。学校も冬季休業中の大き

な事故もなく、順調に３学期がスタートした。しかし、インフルエンザの流

行により、現在、２つの小学校で学級閉鎖を行っている。

教育委員の皆さまには、先週、沼田市いじめ防止子ども会議で大変お世話に

なった。会議を契機として、各学校において児童生徒主体のいじめ防止活動

の更なる充実が図られることと思う。

１月の校長会における指示伝達を７点報告したい。

・１２月議会の報告



・人事に関する情報の市教委への迅速な連絡

・勤務時間の上限に関するガイドラインの周知

・新学習指導要領への準備と対応

・来年度の教育課程の編成

・いじめ防止子ども会議の活用

・インフルエンザ対策

（教育部長）

なし

（教育総務課長）

・３月定例市議会付議予定事件（補正予算要求概要）について

（中村委員）

コンピュータ管理事業について詳しく説明願いたい。

（教育総務課長）

国のＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた校内通信ネットワーク整備事業

による補助事業に手をあげるもので、高速大容量回線の接続が可能になる

よう、現在のスピードの１０倍となる１ギガバイトのスピードのネットワ

ークを整備しようというものである。国の補助金が５０パーセント、残り

の５０パーセントについても有利な起債を充てられるということで、予算

要求するものである。

（平形委員）

市内の小中学校全校を対象に事業を実施するのか。

（教育総務課長）

そのとおりである。今後、市の単独事業で実施するよりも財政的に有利であ

るため、このタイミングで事業を実施したいと考えている。

（学校教育課長）

・３月定例市議会付議予定事件（補正予算要求概要）について

（飯田委員）

尾瀬学校事業の減額は、参加人数の減が要因か。

（学校教育課長）

人数の減ということではなく、予算額と執行額の差額である。

（生涯学習課長）

・３月定例市議会付議予定事件（補正予算要求概要）について

（平形委員）

人件費の減は、事業の減なのか属人的なものなのか。

（生涯学習課長）

事業の減や属人的なものではない。

（文化財保護課長）

・３月定例市議会付議予定事件（補正予算要求概要）について



（中村委員）

歴史資料館の観覧料が減額となっているが、どのくらい予想と違ったのか。

（文化財保護課長）

初年度ということで無料観覧期間を設けたため、入館者数はほぼ予想どおり

であったが、有料観覧者数が当初予定していた３分の１程度になったことに

より減額するものである。

（スポーツ振興課長）

・３月定例市議会付議予定事件（補正予算要求概要）について

（中村委員）

国庫支出金が減額となっているが、予算額よりも確定額が少なかったという

意味でよいのか。

（スポーツ振興課長）

そのとおりである。概算要望した金額と確定額との差額を補正するものであ

る。

10 日程第５ 議案第１９号 令和元年度教育委員会の事務に関する点検評価報告

書について

議事の大要

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づく、教育委員

会の事務に関する点検評価報告書について議決を求めるもの

教育総務課長が議案書添付資料により説明

異議なく原案のとおり決定

11 日程第６ 議案第２０号 令和元年度沼田市小中学生学芸文化優秀表彰につい

て

議事の大要

当該年度において、学芸文化関係において顕著な成績を収めた沼田市内の小中

学生の活躍を賞賛するとともに、当該児童生徒の更なる活躍を期して表彰する

者について議決を求めるもの

学校教育課長が議案書添付資料により説明

異議なく原案のとおり決定

12 閉会宣言（午後４時２０分）


